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参考資料　（2024年度第１四半期）

１．（連結）主要決算数値
<　実績 対 前年同期　> <　24年度見通し 対 23年度実績　> <　24年度見通し 対 前回見通し　> (億円）

FY24 １Q 前年同期 FY24見通し 前年度 前回見通し

売上高 5,869 6,496 ▲627 ▲9.7% 26,380 26,645 ▲265 ▲1.0% 26,420 ▲40 ▲0.2%

営業利益 249 929 ▲680 ▲73.2% 1,130 2,203 ▲1,073 ▲48.7% 1,130 0 －

経常利益 270 1,072 ▲802 ▲74.8% 1,110 2,281 ▲1,171 ▲51.4% 1,110 0 －

親会社株主に帰属する当期純利益 199 776 ▲577 ▲74.4% 810 1,699 ▲889 ▲52.3% 800 10 1.3%

総資産(*1) 38,193 38,888 ▲695 ▲1.8% 39,160 38,888 272 0.7% 39,160 0 －

自己資本(*1) 17,613 16,957 656 3.9% 17,070 16,957 113 0.7% 17,070 0 －

自己資本比率(*1) (%) 46.1% 43.6% 2.5% － 43.6% 43.6% － － 43.6% － －

ハイブリッド社債・ローン考慮後 (%) 47.2% 44.7% 2.5% － 44.7% 44.7% － － 44.7% － －

総資本回転率(*2) (回転) 0.15 0.18 ▲0.03 － 0.68 0.71 ▲0.03 － 0.68 0 －

ＲＯＡ（*2） (%) － － － － 2.1% 4.5% ▲2.4% － 2.1% － －

ＲＯＥ（*2） (%) － － － － 4.8% 10.4% ▲5.6% － 4.7% 0.1% －

有利子負債残高(*1) 13,888 14,411 ▲523 ▲3.6% 14,010 14,411 ▲401 ▲2.8% 14,010 0 －

（内）ハイブリッド社債・ローン 833 833 － － 833 833 － － 833 0 －

Ｄ／Ｅレシオ － － － － 0.82 0.85 ▲0.03 － 0.82 0 －

ハイブリッド社債・ローン考慮後 － － － － 0.78 0.81 ▲0.03 － 0.78 0 －

親会社株主に帰属する当期純利益 199 776 ▲577 ▲74.4% 810 1,699 ▲889 ▲52.3% 800 10 1.3%

減価償却(*3･4) 625 506 119 23.6% 2,560 2,123 437 20.6% 2,560 0 －

営業キャッシュ・フロー(*5) 824 1,283 ▲459 ▲35.7% 3,370 3,822 ▲452 ▲11.8% 3,360 10 0.3%

設備投資(*3) 625 401 224 55.9% 3,290 2,052 1,238 60.3% 3,290 0 －

投融資（相殺後） 203 16 187 － ▲447 1,654 ▲2,101 － 560 ▲1,007 －

ＷＡＣＣ (%) － － － － 3.2% 2.7% 0.5% － 3.2% － －

1株当たり当期純利益 (円/株) 50.17 180.91 ▲130.74 ▲72.3% 207.53 411.88 ▲204.35 ▲49.6% 205.40 2.13 1.0%

1株当たり純資産(*1) (円/株) 4,465.51 4,249.83 215.68 5.1% 4,403.01 4,249.83 153.18 3.6% 4,414.79 ▲11.78 ▲0.3%

総還元性向(*6) － － － － 40％程度 40.3% － － 40％程度 － －

(*1)B/S項目の前年同期は、前期末(2024年3月末）数値を表示
(*2)総資産・自己資本は期中平均値で算定
(*3)設備投資・減価償却は内部取引相殺後
(*4)減価償却には長期前払費用償却を含む
(*5)営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書値ではなく「親会社株主に帰属する当期純利益＋減価償却」と定義した簡便法で算定
(*6)ｎ年度総還元性向＝（（ｎ年度の年間配当金総額）＋（ｎ＋１年度の自己株式取得額））÷（ｎ年度連結当期純利益）

エネルギー・ソリューション▲716 、都市ビジネス
▲35、海外＋102、ネットワーク＋29 等

エネルギー・ソリューション▲1,069、都市ビジネス▲190、海外＋626、
ネットワーク＋104　等

海外▲40

エネルギー・ソリューション▲564、海外▲100、
都市ビジネス▲31、ネットワーク＋19 等

エネルギー・ソリューション▲1,016、都市ビジネス▲69、海外▲47、ネッ
トワーク＋51　等

増減 備考 増減 備考 増減 備考

流動資産▲1,838（受取手形、売掛金及び契約資産
▲1,058、現金及び預金▲891）、固定資産＋1,143
（投資その他の資産＋728、無形固定資産+407、有形
固定資産＋9）

当期純利益＋199、為替換算調整勘定＋637、
配当金支払▲149 等

為替差益減　等 為替差益減 等

[当期]受取損害賠償金
[前期]投資有価証券売却益

［見通し］受取損害賠償金
［前年度］投資有価証券売却益、長期貸付金評価益、減損損失

［見通し］受取損害賠償金
［前回見通し］なし

東京ガス▲720 等

親会社株主に帰属する当期純利益減（▲577）により下
落

連結子会社＋246、東京ガス▲23
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２．（連結）主要連結子会社実績・見通し
（1）実績 対 前年同期 （億円）

FY24 １Q 前年同期 FY24 １Q 前年同期

東京ガス 5150 5,805 ▲655 ▲11.3% 129 677 ▲548 ▲80.9%

501 555 ▲54 ▲9.6% 48 25 23 88.2%

1 182 ▲181 ▲99.3% ▲ 3 101 ▲104 －

423 133 290 217.7% 35 23 12 51.0%

その他連結子会社 2,038 1,991 47 2.3% 96 127 ▲31 ▲24.3%

連結子会社 計 2964 2,862 102 3.5% 178 279 ▲101 ▲36.2%

連結 合計 5,869 6,496 ▲627 ▲9.7% 249 929 ▲680 ▲73.2%

（2）24年度見通し　対　前回見通し (億円）

FY24見通し 前回見通し FY24見通し 前回見通し

2,128 2,128 0 － 109 109 0 －

3 3 0 － ▲13 ▲13 0 －

1,818 1,858 ▲40 ▲2.2% 317 357 ▲40 ▲12.6%

その他連結子会社 9,301 9,301 0 － 375 375 0 －

連結子会社 計 13,250 13,290 ▲40 ▲0.3% 788 828 ▲40 ▲5.1%

連結 合計 26,380 26,420 ▲40 ▲0.2% 1,130 1,130 0 －

(*1)数値は連結消去前の各社単純合算
(*2)組織再編後の数値

海外 ＴＧアメリカグループ(*1) 販売単価減　等 売上減　等

エネルギー・ソリューション
東京ガスエンジニアリング
ソリューションズグループ(*1, 2)

海外 ＴＧオーストラリアグループ(*1)

セグメント 会社名
売上高

備考
営業利益

備考
増減 増減

エネルギー・ソリューション/他

エネルギー・ソリューション
東京ガスエンジニアリング
ソリューションズグループ(*1, 2)

ガス設備事業分割影響による売上減　等 エネルギーサービスの利益増、費用減　等

セグメント 会社名
売上高

備考
営業利益

備考
増減 増減

海外 ＴＧオーストラリアグループ(*1) 上流権益売却　等 売上減　等

海外 ＴＧアメリカグループ(*1) 生産量増 等 売上増　等
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３.（個別）主要数値  

<　実績 対 前年同期　> (億円）
FY24 １Q 前年同期

2,729 3,086 ▲357 ▲11.6%

1,777 1,714 63 3.7%

952 1,372 ▲420 ▲30.6%

<　24年度見通し 対 23年度実績　> (億円）
FY24見通し 前年度

12,047 12,611 ▲564 ▲4.5%

8,009 8,086 ▲77 ▲1.0%

4,038 4,525 ▲487 ▲10.8%

<　24年度見通し 対 前回見通し　> (億円）
FY24見通し 前回見通し

12,047 12,047 0 -

8,009 8,009 0 -

4,038 4,038 0 -

４．（個別）料金スライドの収支への影響

<　実績 対 前年同期　> (億円）
FY24 １Q 前年同期 増減

料金スライドの収支への影響(*1)

料金によるスライド回収 793 1,082 ▲289

原料費の増加分 698 649 49

差し引き 95 433 ▲338

<　24年度見通し 対 23年度実績　> (億円）
FY24見通し 前年度 増減

料金スライドの収支への影響(*1)

料金によるスライド回収 2,755 3,485 ▲730

原料費の増加分 2,688 2,870 ▲182

差し引き 67 615 ▲548

<　24年度見通し 対 前回見通し　> (億円）
FY24見通し 前回見通し 増減

料金スライドの収支への影響(*1)

料金によるスライド回収 2,755 2,755 0

原料費の増加分 2,688 2,688 0

差し引き 67 67 0

*金額は基準価格に対する増減額

増減 備考

ガス売上 数量・料金構成差等▲68､スライド差▲289

ガス原材料費
数量･原料構成差等＋14、
スライド差＋49 (為替＋137､油価▲56　等)

増減 備考

ガス売上 数量・料金構成差等＋166､スライド差▲730

ガス粗利 数量・構成差等▲82、スライド差▲338

増減 備考

ガス原材料費
数量･原料構成差等＋105、
スライド差▲182 (為替＋50､油価▲342　等)

ガス粗利 数量・構成差等＋61、スライド差▲548

ガス売上

ガス原材料費

ガス粗利
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５．（個別）ガス粗利分析

(億円）

数量差等 単価差 合計 数量差等 単価差 合計 数量差等 単価差 合計

気温影響 10 スライド ▲289 気温影響 228 スライド ▲730 気温影響 0 スライド 0

その他 ▲78 その他 0 その他 ▲62 その他 0 その他 0 その他 0

スライド 49 スライド ▲182 スライド 0

(うち為替) 137 (うち為替) 50 (うち為替) 0

気温影響 4 スライド ▲338 気温影響 141 スライド ▲548 気温影響 0 スライド 0

その他 ▲86 その他 0 その他 ▲80 その他 0 その他 0 その他 0

６．（前提）経済フレーム・収支影響感度

（1）経済フレーム（連結・個別　共通） 　　　 （2）都市ガス粗利影響感度（個別）

　　　　　　　■油価：1$/bbl上昇した場合のガス粗利影響額　(億円)

FY24実績 ２Q ３Q 4Q 年度

1Q ２～４Q 年度 売上高 14 4 0 18

原油価格 ($/bbl) 87.43 80.00 80.00 原料 18 15 2 35

為替レート (円/$) 155.86 145.00 145.00 粗利 ▲4 ▲11 ▲2 ▲17

　　　　　　　■為替：1円/$円安になった場合のガス粗利影響額　(億円)

２Q ３Q 4Q 年度

原油価格 ($/bbl) 売上高 14 13 2 29

為替レート (円/$) 原料 11 13 12 36

粗利 3 0 ▲10 ▲7

6

(内訳) (内訳)

49 63ガス原材料費

(内訳) (内訳) (内訳) (内訳)

▲564 0 0

(うち油価) ▲56 (うち油価) ▲342 (うち油価) 0105

増減（FY24１Q対 前年同期） 増減（24年度見通し 対 23年度実績 ） 増減（24年度見通し 対 前回見通し ）

ガス売上 ▲68 ▲289 ▲357 166 ▲730 0

0▲548ガス粗利 ▲82 ▲338 ▲420 61

▲77 0

その他 8 その他 18 その他 0

気温影響

0

FY24　見通し
（2024年7月31日発表）

FY24　前回見通し
（2024年4月25日発表）

0

▲487 0 0

気温影響 87

▲182

0

14

気温影響

当初見通し

FY24見通し

80.00

145.00

年度

＜見通しに関する注意事項＞
このプレゼンテーションに掲載されている東京ガスの現在の計画、見通し、戦略、その他の歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現在入手可能な情報から得られた東京ガスの経営者の判断に
基づいております。実際の業績は、さまざまな重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる重要な要素には、日本経済の動向、原油価格の動向、
気温の変動、円ドルの為替相場、ならびに急速な技術革新と規制緩和の進展への東京ガスの対応等があります。

4


